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はじめに
　合衆国は 年センサスで新たに人口学
的特性，住宅，社会経済的特性に関するデー
タ収集を目的に，標本調査の形で詳細調査票
（ ）による調査を導入した。以来同
国では， 年センサスまで， と
の二種類の調査票を併用した調査体系が維持
されてきた。ちなみに 年センサスの

の調査事項は，氏名，続柄，性別，
年齢及び生年月日，ヒスパニック・ラテン系，
人種に限られ，一方 は，
の調査事項を含め，最初の 名については住
居関連事項を含め 項目，また他の家族員
についても 項目からなる詳細な内容の調
査票となっている。なお， 年， 年
センサスでは， による調査は，約
％の抽出率で実施された。

　 は調査事項も多く，住居につい
ては，公共料金の支出額，家賃，住宅評価額
といった記入に際して一定の作業を要する事
項が含まれ，また個人に関しても，学歴，身
体的条件，収入の種類や金額といった

な項目が数多く含まれている。この
ため については に比べて
回答率が低く，全体として調査の把握度を引
き下げる要因の一つとなっている。そこでセ
ンサス局は 年調査では， をセ
ンサスから分離することで人口数の把握
（ ）というセンサス本来の目的に

戻す一方， については，別途
（以下， ）という

大規模標本調査によって代替実施するという
人口センサスの見直し計画を立てている。
　 については，すでに本学会の第 回
全国研究総会（ 年 月，於熊本学園大学）
で招待報告者の 氏から，対象標本数
約 万世帯の毎年調査として実施される点
などその概要が報告されている［
（ ： － ）］。そこで本稿では， の
調査体系さらにはそれがどのように

に代替しうるよう設計されているかを
紹介したい。

１．ACSの導入経過
　 は， に代替する新たな調査
として周到に準備されたもので，センサス局
は 年にそのパイロットプロジェクトを
実施に移している。この年，フロリダ州

郡（郡は州内の最大の行政区画）を
初め全米 つの郡で試験調査が行われた。そ
の後，調査対象地域は漸次拡大され， ～

年には全米から各々 の郡に関する
データが収集され，調査の実施状況の把握，
さらには 年センサス（ ）との
結果の比較も行われた。なお，当初， は

年からフルサイズで実施されることに
なっていたが，予算の関係で 年 月に延
期された［ （ ： ）］。

２．標本抽出と実査
　 は現在，全米 州，ワシントン特別
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区及びプエルトリコにおいて実施されている。
対象世帯は，センサス局が保有する住所ファ
イル（ ： ）から毎月
約 の抽出率（年間約 万世帯，抽出
率約 ％）で世帯が抽出され，また学生寮，
療養施設，刑務所等の施設居住者についても
％の個人が調査の対象となる［
（ ： ）］。ただし，結果の全体精

度を確保するため，世帯の抽出率は地域の特
性，社会人口集団の規模に応じて異なって設
定されており， 未満の住居しかない町
や郡，それまで実施された試験調査や ，

， 年にセンサス局が実施したセン
サス補完調査で低い回答率しか得られなかっ
た地域やマイノリティ居住地域ではやや高く
設定されている［ （ ： ）］。
さらに，記入負担の平準化をはかるために

では，一度抽出された世帯はその後 年
間は抽出対象から除外される。
　調査は の住所情報に基づき，郵送で
実施される。調査依頼カードに続いて調査票
が対象世帯に送付される。記入済の調査票は
インディアナ州にあるセンサス局連邦処理セ
ンターに返送されることになっているが，
週間たっても回答の提出がない場合，督促
カードともに調査票が再送される。さらに
週間たっても返信がない場合には，センサス
局のコールセンター職員が電話による調査を
試みる［ （ ： ）］。調査開
始から 週間たってもなお回答が得られな
い場合，該当する世帯の について，調査
員による訪問調査が実施される。このように，

では一回の月次調査について，最長
週間の調査期間が設定されている［
（ ： ）］。なお， については，合衆
国法典第 編第 条並びに第 条により，
報告が義務づけられている［
（ ： ）］。

３．調査結果の処理
　調査結果については，地域の人口規模に
よってその取扱いが異なる。まず人口
以上の郡（以下，グループ ）については，

年以降，月次調査データをプールする
ことで年次データが作られる。また人口

～ 未満の郡（グループ ）につ
いては 年分の，さらに 人未満の郡（グ
ループ ）については 年分の調査データが
プールされる。このような複数年次にわたる
調査結果のプーリングは，人口規模の小さい
グループ ， に該当する地域について，グ
ループ と結果精度の面で比較可能なだけの
標本数を確保するために行われる［
（ ： ）］。なお，グループ については

年以降，またグループ についても
年からはプーリングデータが整備され

ることになる。このような方法で， 年
には が に代ってそのデータを
提供するというのが，センサス局による
導入の意図である。

４．long formとACS
　 による調査は， 年毎のセンサ
スの一環として実施されてきた。このことは，

での調査事項については， 年に
一度の としてしか結果数字が得ら
れないことを意味する。その点で は，

を超える内容を含んでいる。なぜ
なら，グループ については毎年の調査結果
を，またグループ ， についても，年次を
スライドさせることでプーリングデータを移
動平均的に毎年更新でき，推計によって
から毎年次 にあたるデータを確保
できるからである。
　事実，人口 人以上の地域について
はすでに 年から による年次推計結
果がセンサス局のウェッブサイト

にアップロードされており，また
～ 人未満の地域については
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年以降， ～ 人未満の地域に
ついては ヵ年プーリングデータが利用可能
となる 年以降，さらにセンサス調査区
（約 人）及びセンサスブロック（通常

～ 人）についても ヵ年分のデータ
が利用できる 年以降は毎年次，そのデー
タが利用可能となる［ （ ：
）］。

５．世帯調査フレームの整備
　センサス局が に代替する調査と
してこのような形で を着想しえた背景
の一つとして，同国では以前から世帯につい
ても郵送調査が広く実施されていたという事
情がある。また， の調査計画を実効あら
しめるものとしては，世帯調査フレームとし
ての の存在が大きい。
　 は，センサス局が構築した最初の恒
久的住居単位情報リストである。それは当初

年センサスで使用するために， 年
センサスの住所情報を元に，現地調査，米国
郵政公社の配達順ファイル（ ）情報，そ
れにセンサス局の住所地域更新プログラムに
基づき地方政府から提供される住所情報等で
補完することによって整備されたものである。
それは現在では，同局所管の一連の世帯調査
のためのフレームとして使用されているだけ
でなく，調査結果のエディティング，復元乗
率情報さらには製表作業においても重要な役
割を果たしている［ （ ：）］。
　都市地域については の更新に が

利用できる。従って，人口の約 ％が居住
し全土の過半を占める都市住居表示を持たな
い地域についてその住所情報をどう更新する
かが， の維持管理にとっては決定的意
味を持つ。これらの地域については調査員に
よる目視（ ）を含めセンサス局の
地域住所更新システム（ ）によってそ
の更新作業が行われている。

むすび
　 の導入による のセンサスか
らの分離というセンサス再編計画は， 年
以上の歳月をかけてセンサス局が周到に準備
してきたものである。周知のようにセンサス
局は， 年 月の連邦最高裁の違憲判決に
より，センサスでの調査結果を事後調査等の
情報を用いて補正することで精度の改善を図
る と い う

の放棄を余儀なくされる［
（ ）］。しかし同局は， の導入により，
一方でセンサスを に特化させ

の質の改善を図るとともに，他方で
というフレームの支援の下，「同時性」

という要件こそ満足していないものの，独自
の調査計画によりそれまで 年毎にしか得
られていなかった 情報を毎年継続
して獲得できる調査システムを実現すること
になる。その意味では の導入は，合衆
国のセンサスにとって単なる原点回帰以上の
意味を持っているように思われる。
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